記載例

様式第１号（第６関係）
令和　　年　　月　　日
宮城県知事　村 井　嘉 浩　　殿
（申請者）所在地　○○市・・・
団体名　○○町内会
代表者の職氏名　会長　宮城　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　
令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金交付申請書

このことについて、補助金の交付を受けたいので、地域コミュニティ再生支援事業補助金交付要綱第６の規定により、下記のとおり関係書類を添えて申請します。
記

１　事業名　　　○○町内会コミュニティ活性化事業
２　補助金交付申請額　　　金　　○○○，０００　円（千円未満の端数は切捨て）
３　関係書類
（１）申請者概要（別紙１）

（２）事業計画書（別紙２）
（３）収支予算書（別紙３）
（４）その他添付書類

別紙１（交付申請書添付書類）
令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金　申請者概要
	団体名
	○○町内会（○○ちょうないかい）

	代表者
	職・氏名
	会長（○○　○○）

	
	電話番号
	○○○-○○○-○○○○
	携帯番号
	○○○-○○○○-○○○○

	
	FAX番号
	○○○-○○○-○○○○
	E-mail
	○○○○○○○○○


	担当者
（本事業の窓口）
※代表者と同じ場合は記載不要
	職・氏名
	　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	電話番号
	
	携帯番号
	

	
	FAX番号
	
	E-mail
	

	設立年月日
	〇〇年○○月○○日　　（活動開始：　○○年○○月）

	設立目的
	団体（自治会・町内会等）としての設立目的を記載
※団体の規約等に記載があれば、その規約から抜粋してください。

	組織状況
	会員数
	○○○人
	世帯数
	○○○世帯

	
	役員構成
	会長１、副会長１、会計１、監事２・・・

	
	町内会費等年間収入
	○○○，○○○円

	主な活動内容
	本事業に関わる活動だけではなく、
団体（自治会・町内会等）としての活動内容を記載

	現在の状況・
今後の活動予定
当てはまるものに☑
	①新たなコミュニティの形成状況

	
	
	□ 順調に進んでいる　□ 停滞している

	
	
	（回答の理由）例１）各種行事を通じて一体感が生まれている。
例２）役員が高齢化している。

	
	②コミュニティ形成に向けた課題　※当てはまるもの全てに☑

	
	
	□ 会則や規約がない、又は、現状に合っていない
□ 特定の役員に業務負担が集中している
□ 役員に若手世代や子育て世代がいない
□ 行事の参加者がいつも同じ顔ぶれとなっている
□ 活動がマンネリ化している

□ 災害公営住宅等の住民と周辺住民との交流が少ない

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	③コロナ禍前（R1年度以前）と比べた現在の活動状況

	
	
	□ 活発化している　□ 変わらない　　　　□ 停滞している

	
	④補助期間終了後の活動予定

	
	
	□ 拡充して継続　　□ 現状維持して継続　□ 縮小して継続　 □ 未定

	
	
	（具体的な想定）
例１）参加費を徴収する。
例２）協賛金を募る。



※　団体（自治会・町内会等）全体の活動状況等を記載すること。
※　規約・定款、総会資料・役員名簿等を添付してください。

別紙２－１（交付申請書添付書類）
令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金　事業計画書
	復興事業の情報
当てはまるものに☑
世帯数は、復興事業分のみ
	復興事業の区分
	□ 防災集団移転事業

□ 復興土地区画整理事業

□ 漁業集落防災機能強化事業

□ 災害公営住宅整備事業
	復興事業の地区名
	○○市

	
	
	
	
	○○地区

	
	世帯数
	入(転)居済
	○○世帯
	計画
	○○世帯

	対象事業
※あてはまる内容
すべてに☑
	□ コミュニティ形成事業
□ 取組1-① サロン活動
□ 取組1-② 一斉清掃及び
住民交流会
□ 取組1-③ 祭り
	□ 震災経験伝承事業

□ 取組2-① 自主防災訓練
□ 取組2-② 防災研修会

□ 取組2-③ 防災マップ等の作成

	事業名
	○○町内会コミュニティ活性化事業

	事業の目的・概要
（何のために、何をするか）
	例１）様々な地域からの転居者である住民同士の相互理解を深めるため、住民同士の親睦と交流を深める行事を実施する。
例２）コミュニティを強化するため、災害公営住宅に入居した住民と既存住民が交流できる実施を実施する。

	事業の目標（事業終了までに達成したいこと）
	例１）様々な世代に多くの行事に参加してもらい、そこで顔見知りになることを目標とする。
例２）交流事業を通じて融和と一体感が生まれ、コミュニティ機能が強まることを目標とする。

	事業全体における創意工夫点
	例１）役員だけではなく、多くの住民の協力を得られる体制を構築する。

例２）世代を問わず、気軽に参加できるような行事を企画する。

	協働・協力する
団体（市町村を
含む）
※あてはまる内容
すべてに☑
	□ 他の自治会等（自治会名：　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	(役割)
	（例）行事の共催

	
	□ 支援団体（団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	(役割)
	（例）各行事実施のサポート

	
	□ 学校、学生団体（学校名、団体名：　　　　　　　　　　　　）

	
	(役割)
	（例）各行事への参加

	
	□ その他（団体名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	(役割)
	


※　本事業における取組みを記載すること。
別紙２－２（交付申請書添付書類）
補助事業実施期間：交付決定日～令和〇年〇月〇日 
	取組番号
	取組名
	事業の目的・内容・工夫点など
	実施日
	実施場所
	参加人数

	１－①
	料理教室
	（例）

災害公営住宅に入居した住民と既存住民との相互理解と親睦を深めるため、料理を作りながら会話を楽しむ料理教室を実施する。
　若い世代が参加しやすいよう、実施する日時を工夫する。
	〇月〇日
○月〇日
	○○集会所
〇〇集会所
	30人
30人

	２－①
	防災訓練
	（例）
　災害時の共助の意識を高めることを目的として、初期消火や安否確認などの基本訓練を実施する。　　
防災に関するクイズなど、楽しみながら学べる工夫を凝らして実施する。
	〇月〇日

	○○集会所

	30人


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※　団体等の年間事業全体ではなく、補助対象となる取組のみを記載すること。
（１月３１日までに実施する取組を記載すること。）
別紙３（交付申請書添付書類）
令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金　収支予算書
１　収　入
（単位：円）
	科　　目
	予算額
	備　　考

	参加費収入
	10,000
	

	市町補助金等
	
	

	民間補助金等
	
	

	自己資金
	146,222
	Ⓒ－①－③

	本補助金
	291,000
	Ⓐ×補助率 

※千円未満は切り捨て

	
	
	

	合　　計　Ⓒ
	447,222
	


２　支　出
（単位：円）

	科　　目
	予算額
	備　　考

	補助対象
Ⓐ
	報償費
	
	

	
	旅費交通費
	
	

	
	消耗品費
	222,222
	うち、入場料等　　　　円

	
	印刷製本費
	5,000
	

	
	食糧費
	100,000
	

	
	保険料
	10,000
	

	
	委託料
	50,000
	

	
	使用料及び
賃借料
	10,000
	

	
	備品購入費
	50,000
	

	補助対象外
Ⓑ
	
	
	※市町補助金で支払う経費、

アルコール飲料など

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計　Ⓒ
	447,222
	


※　団体等の年間予算ではなく、申請に係わる事業収支のみを記載すること。 
※　消耗品費、使用料及び賃借料などの科目別に記載すること。
※　総会資料又は決算資料の写しを添付してください。

※　見積書等がある場合は添付してください。
③





②





①





該当する項目の金額を記載





例：補助率2/3の場合





入場料がない場合は削除してください
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